
枚
方
議
会
４
面

０
８
０
１
０
４

木
❶
木
❷
木
❸
木
❹
木
❺
木
❻
木

８
年
度
一
般
会
計
補
正
予

算
（
第
３
号
）
は
、
歳
入
歳

出
そ
れ
ぞ
れ
２
７
６
２
万
円

を
増
額
す
る
も
の
で
す
。

歳
入
の
主
な
補
正
内
容
は
、

財
政
調
整
基
金
繰
入
金
１
４

５
２
万
円
、
障
害
者
自
立
支

援
給
付
支
払
等
シ
ス
テ
ム
事

業
補
助
金
７
４
０
万
円
の
増

額
な
ど
で
す
。

歳
出
の
主
な
補
正
内
容
は
、

次
の
と
お
り
で
す
。

▼
障
害
福
祉
シ
ス
テ
ム
管
理

経
費
（
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス

の
処
遇
改
善
加
算
等
に
伴
う

シ
ス
テ
ム
の
改
修
委
託
）
…

１
４
８
０
万
円

▼
生
活
保
護
シ
ス
テ
ム
運
用

経
費
（
生
活
扶
助
基
準
の
特

例
加
算
額
引
上
げ
に
伴
う
シ

ス
テ
ム
の
改
修
委
託
）
…
６

６
０
万
円

ま
た
、
８
年
度
介
護
保
険

特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
２

号
）
は
、
介
護
報
酬
改
定
に

伴
う
シ
ス
テ
ム
改
修
を
行
う

こ
と
か
ら
、
そ
れ
に
対
応
す

る
た
め
、
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ

れ
３
８
２
万
円
を
増
額
す
る

も
の
で
す
。

※
１
万
円
未
満
四
捨
五
入

報
告
の
概
要（
①
事
業
計
画
、

②
予
算
総
額
）は
次
の
と
お
り

で
す
。

■
枚
方
市
土
地
開
発
公
社
…

①
公
有
用
地
約
１
万
１
０
０

平
方
㍍
を
１６
億
７
５
４
０
万

円
で
取
得
し
、
約
７
９
９
平

方
㍍
を
５
億
５
９
９
２
万
円

で
処
分
す
る
も
の
。
②
収
益

的
・
資
本
的
収
支
を
合
わ
せ

収
入
を
５２
億
７
６
８
９
万
円
、

支
出
を
５８
億
３
３
９
６
万
円

と
す
る
。

■
公
益
財
団
法
人
枚
方
市
ス

ポ
ー
ツ
協
会
…
①
市
民
ス
ポ

ー
ツ
普
及
啓
発
事
業
、
総
合

型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
の

育
成
事
業
等
を
行
う
も
の
。

②
収
入
を
１
億
７
６
３
７
万

円
、
支
出
を
１
億
７
６
２
９

万
円
と
す
る
。

※
１
万
円
未
満
四
捨
五
入

処
遇
改
善
加
算

障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
者

賃
上
げ
額
と
対
象
職
員
は

質
問

国
の
報
酬
改
定
に
よ

り
、
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
等

事
業
所
に
勤
務
す
る
職
員
の

処
遇
改
善
加
算
が
拡
充
さ
れ

る
が
、
賃
上
げ
額
と
対
象
職

員
・
事
業
所
数
を
聞
く
。

答
弁

国
は
全
職
種
の
正
職

員
、非
常
勤
、派
遣
労
働
者
を

対
象
に
月
額
１
万
〜
１
万
９

千
円
の
賃
上
げ
に
向
け
た
措

置
を
講
じ
て
お
り
、５
４
５
か

所
の
事
業
所
が
対
象
で
あ
る
。

要
望
等

今
後
の
賃
上
げ
状

況
の
確
認
と
と
も
に
、市
民
生

活
へ
の
緊
急
施
策
を
求
め
る
。

介
護
保
険
施
設
の
利
用
者

負
担
増
の
歯
止
め
に
向
け

国

へ

要

望

を

質
問

介
護
保
険
施
設
の
利

用
者
負
担
額
の
見
直
し
内
容

及
び
対
象
者
数
を
聞
く
。

答
弁

食
費
に
お
け
る
基
準

費
用
額
が
日
額
百
円
の
増
、

利
用
者
負
担
段
階
が
一
定
以

上
の
人
の
負
担
限
度
額
が
日

額
３０
円
も
し
く
は
６０
円
の
増

な
ど
で
あ
る
。
７
年
７
月
末

時
点
で
最
も
見
直
し
の
影
響

が
大
き
い
利
用
者
負
担
段
階

の
人
は
１
２
８
６
人
で
あ
る
。

要
望
等

利
用
者
の
負
担
増

に
歯
止
め
を
か
け
る
よ
う
、

国
へ
の
要
望
を
求
め
る
。

暑
さ
の
厳
し
い
日
が
続
き

ま
す
が
、
皆
さ
ん
は
い
か
が

お
過
ご
し
で
し
ょ
う
か
。

今
号
は
、
６
月
定
例
月
議

会
の
内
容
を
中
心
に
掲
載
し

ま
し
た
。
一
般
質
問
の
内
容

を
２
・
３
面
に
掲
載
し
て
い

ま
す
が
、
今
回
、
新
た
に
議

員
の
一
般
質
問
へ
の
熱
い
思

い
を
、
市
議
会
キ
ャ
ラ
ク
タ

ー
「
い
ろ
り
あ
」
が
直
撃
イ

ン
タ
ビ
ュ
ー
す
る
動
画
を
作

成
し
ま
し
た
の
で
、
併
せ
て

御
覧
く
だ
さ
い
（
二
次
元
コ

ー
ド
は
２
・
３
面
掲
載
）
。

ま
た
、
市
議
会
イ
ン
ス
タ

グ
ラ
ム
フ
ォ
ロ
ワ
ー
１
０
０

０
人
達
成
記
念
企
画
の
募
集

を
開
始
し
ま
す
。
議
会
な
ら

で
は
の
体
験
を
し
て
い
た
だ

け
る
イ
ベ
ン
ト
で
す
の
で
、

ぜ
ひ
御
応
募
く
だ
さ
い
（
申

込
み
は
１
面
掲
載
の
二
次
元

コ
ー
ド
か
ら
）
。

今
回
の
ク
オ
カ
ー
ド
が
当

た
る
ク
イ
ズ
コ
ー
ナ
ー
「
ぎ

た
ん
き
ゅ
う

か
い
探
Ｑ
」
は
、
し
り
と
り

パ
ズ
ル
を
掲
載
し
て
い
ま
す

の
で
、
ぜ
ひ
挑
戦
の
上
、
御

意
見
、
御
感
想
を
議
会
局
ま

で
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

議
会
広
報
委
員
会

委
員
長
…

大
地

正
広

副
委
員
長
…

妹
尾

正
信

委

員
…

松
本

佑
介
、

三
和

智
之
、
大
津
真
沙
樹
、

大
濱

暢
祐
、
峠

賢
一

議
会
は
、
６
月
２６
日
の
本
会
議
で
、
４
件
の
意
見
書

を
原
案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

可
決
し
た
意
見
書
（
要
旨
）

意
見
書
と
は
…
市
の
公
益
（
市
民
の
日
常
生
活
に
関

わ
る
公
共
の
利
益
等
）
に
関
す
る
事
項
に
つ
い
て
、
議

会
の
意
思
と
し
て
議
決
し
、
国
会
ま
た
は
関
係
行
政
機

関
に
提
出
す
る
も
の
で
す
。

全
て
の
ケ
ア
ラ
ー
に
対
す
る
包
括
的

な
支
援
と
法
的
枠
組
み
の
整
備
を
求

め
る
意
見
書

政
府
は
、全
て
の
ケ
ア
ラ
ー
が
個
人
の
尊
厳
を
保

ち
、
社
会
か
ら
孤
立
す
る
こ
と
な
く
、
安
心
し
て
生
活

し
、就
労
や
学
び
な
ど
社
会
参
加
を
継
続
で
き
る
よ

う
、
左
記
の
措
置
を
速
や
か
に
講
じ
る
よ
う
強
く
求
め

ま
す
。

記

１
�
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
に
限
ら
ず
、
全
て
の
ケ
ア
ラ
ー

を
対
象
と
し
た
包
括
的
な
支
援
の
基
本
理
念
を
明
確

に
す
る
こ
と
。

２
�
ケ
ア
ラ
ー
を
支
援
す
る
た
め
の
実
態
把
握
、相
談
支

援
、
情
報
提
供
、
休
息
の
確
保
等
に
つ
い
て
、
分
野

横
断
的
に
取
り
組
む
法
的
枠
組
み
を
整
備
す
る
こ
と
。

３
�
地
方
公
共
団
体
が
地
域
の
実
情
に
応
じ
た
支
援
を

安
定
的
に
実
施
で
き
る
よ
う
、
必
要
な
財
政
措
置
を

講
じ
る
こ
と
。

４
�
ケ
ア
ラ
ー
支
援
に
関
す
る
国
民
の
理
解
を
深
め
る

た
め
の
普
及
、
啓
発
を
推
進
す
る
こ
と
。

〈
提
出
先
〉
内
閣
総
理
大
臣
、財
務
大
臣
、文
部
科
学
大

臣
、
厚
生
労
働
大
臣
、
内
閣
府
特
命
担
当

大
臣
（
こ
ど
も
政
策
）

ド
ナ
ー
ミ
ル
ク
の
利
用
拡
大
を
求
め

る
意
見
書

政
府
は
、
低
出
生
体
重
児
等
の
命
を
守
り
、
そ
の
健

や
か
な
成
長
を
支
え
る
た
め
、
左
記
の
措
置
を
講
じ
る

よ
う
強
く
求
め
ま
す
。

記

１
�
医
療
機
関
が
ド
ナ
ー
ミ
ル
ク
を
必
要
と
す
る
乳
児

に
十
分
提
供
で
き
る
よ
う
、
ド
ナ
ー
ミ
ル
ク
の
法
的

位
置
づ
け
を
一
日
も
早
く
明
確
化
す
る
こ
と
。

２
�
ド
ナ
ー
ミ
ル
ク
を
安
定
的
に
供
給
す
る
た
め
、
母

乳
バ
ン
ク
の
運
営
、
ド
ナ
ー
ミ
ル
ク
の
殺
菌
処
理
及

び
ド
ナ
ー
登
録
時
の
検
査
等
に
対
す
る
支
援
を
行
う

こ
と
。

３
�
ド
ナ
ー
登
録
者
を
増
や
す
た
め
、
産
婦
健
康
診
査

時
や
産
後
ケ
ア
時
な
ど
、
周
知
機
会
の
拡
大
を
進
め

る
こ
と
。

４
�
医
療
現
場
や
国
民
に
対
し
、
ド
ナ
ー
ミ
ル
ク
に
関

す
る
正
確
な
知
識
及
び
そ
の
重
要
性
に
つ
い
て
、
広

く
普
及
、
啓
発
を
図
る
こ
と
。

〈
提
出
先
〉
内
閣
総
理
大
臣
、厚
生
労
働
大
臣
、内
閣
府

特
命
担
当
大
臣
（
こ
ど
も
政
策
）

住
ま
い
の
安
定
と
居
住
支
援
の
抜
本

的
強
化
を
求
め
る
意
見
書

政
府
は
、
誰
も
が
安
心
し
て
住
み
続
け
ら
れ
る
社
会

の
実
現
に
向
け
、
左
記
の
措
置
を
講
じ
る
よ
う
強
く
求

め
ま
す
。

記

１
�
低
所
得
者
や
子
育
て
世
帯
を
対
象
と
し
た
新
た
な

住
宅
手
当
制
度
を
創
設
す
る
こ
と
。
あ
わ
せ
て
、
既

存
の
家
賃
補
助
制
度
の
対
象
拡
大
と
補
助
額
の
引
上

げ
を
図
る
こ
と
。

２
�
居
住
支
援
法
人
等
の
活
動
を
支
援
し
、
高
齢
者
や

子
育
て
世
帯
等
へ
の
居
住
サ
ポ
ー
ト
住
宅
の
整
備

や
、
孤
独
死
へ
の
不
安
を
解
消
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

の
周
知
を
推
進
す
る
こ
と
。

３
�
高
齢
者
の
健
康
管
理
や
遠
隔
見
守
り
サ
ー
ビ
ス
の

普
及
に
向
け
、
Ｉ
ｏ
Ｔ
技
術
等
を
活
用
し
た
次
世
代

住
宅
の
実
用
化
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
高
齢
期
に

備
え
た
相
談
体
制
を
整
備
す
る
こ
と
。

４
�
Ｕ
Ｒ
賃
貸
住
宅
や
公
営
住
宅
の
空
き
住
戸
を
Ｎ
Ｐ

Ｏ
法
人
等
に
定
期
借
家
、
低
家
賃
で
貸
し
出
す
仕
組

み
を
全
国
に
広
げ
、
子
育
て
世
帯
等
へ
の
家
賃
減
額

や
所
得
要
件
の
緩
和
を
行
う
こ
と
。

５
�
生
活
保
護
の
住
宅
扶
助
基
準
額
を
現
行
の
家
賃
相

場
に
見
合
う
水
準
へ
引
き
上
げ
る
と
と
も
に
、
地
域

差
を
踏
ま
え
た
柔
軟
な
基
準
設
定
を
可
能
と
す
る
こ

と
。

〈
提
出
先
〉
内
閣
総
理
大
臣
、財
務
大
臣
、厚
生
労
働
大

臣
、
国
土
交
通
大
臣

地
域
公
共
交
通
の
維
持
に
向
け
た
法

整
備
及
び
財
政
措
置
の
拡
充
を
求
め

る
意
見
書

国
会
及
び
政
府
は
、
地
域
公
共
交
通
を
将
来
に
わ
た

り
持
続
的
に
確
保
す
る
た
め
、
左
記
の
措
置
を
早
急
に

講
じ
る
よ
う
強
く
求
め
ま
す
。

記

１
�
地
域
公
共
交
通
を
、
道
路
等
と
同
様
に
国
民
生
活

及
び
地
域
経
済
を
支
え
る
基
礎
的
な
社
会
イ
ン
フ
ラ

と
し
て
法
的
に
明
確
に
位
置
づ
け
る
と
と
も
に
、
安

定
的
か
つ
持
続
的
な
維
持
、
確
保
を
可
能
と
す
る
新

た
な
法
体
系
の
整
備
並
び
に
財
政
支
援
制
度
の
抜
本

的
拡
充
を
図
る
こ
と
。

２
�
地
方
部
の
み
な
ら
ず
、
大
都
市
近
郊
部
に
お
け
る

通
勤
、
通
学
、
高
齢
者
移
動
等
を
支
え
る
地
域
交
通

に
つ
い
て
も
、
そ
の
重
要
性
を
踏
ま
え
、
普
通
交
付

税
措
置
を
含
む
財
政
支
援
の
充
実
を
図
る
と
と
も

に
、
路
線
廃
止
や
減
便
、
さ
ら
に
、
始
発
・
最
終
便

の
変
更
等
に
よ
る
住
民
生
活
及
び
地
域
経
済
活
動
へ

の
影
響
を
踏
ま
え
、
運
転
士
確
保
支
援
を
含
む
地
域

公
共
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
維
持
施
策
を
強
化
す
る
こ

と
。

〈
提
出
先
〉
衆
議
院
議
長
、
参
議
院
議
長
、
内
閣
総
理

大
臣
、
総
務
大
臣
、
財
務
大
臣
、
国
土
交

通
大
臣

議会は、休会中も、常任委員会の所管区分ごとに構成さ
れている委員協議会を開催して市側の説明を受け、市政に
関する自主的な調査、研究を行っています。委員協議会は、
定例月議会の前に開催されるのが通例ですが、緊急に開催
されることもあります。

総務委員協議会 ５月２９日
委 員 長…長 友 克 由 副 委 員 長…志 甫 直 哉
委 員…堤 幸 子、大津真沙樹、妹 尾 正 信、

鍜治谷知宏、千 葉 雅 民、大 地 正 広
（１）次期総合計画の策定に向けた取組について
（２）枚方市公共施設マネジメント推進計画等の改訂につ

いて

市民福祉委員協議会 ６月２日
委 員 長…番 匠 映 仁 副 委 員 長…三 和 智 之
委 員…田 口 敬 規、漆 原 周 義、門 川 紘 幸、

佐田あゆ美、一 原 明 美、田 中 優 子
（１）市立デイサービスセンターのあり方検討に係る現

状と今後の方向性等について
（２）福祉バスのあり方検討に係る現状と今後の方向性

について
（３）生活保護受給者等就労支援事業及び生活困窮者等

就労準備支援事業の今後の展開について
（４）住宅宿泊事業に係る規制について
（５）令和８年度の高齢者インフルエンザ予防接種につ

いて

建設環境委員協議会 ６月３日
委 員 長…奥 野 美 佳 副 委 員 長…松 本 佑 介
委 員…松岡ちひろ、八 尾 善 之、高 野 寿 陛、

岡市栄次郎、東 実名子、藤 田 幸 久
（１）枚方市都市計画マスタープラン及び立地適正化計

画の改定について
（２）招提東町地区地区計画の決定について
（３）枚方市住宅・建築物耐震改修促進計画（第Ⅲ期）

の策定について
（４）路線バス廃止予定路線への代替交通の導入につい

て
（５）雨水ポンプ場の耐震化について

教育子育て委員協議会 ６月１日
委 員 長…泉 大 介 副 委 員 長…峠 賢 一
委 員…広瀬ひとみ、野 村 生 代、前 田 富 枝、

大 濱 暢 祐、小 池 晶 子、丹 生 真 人
（１）「（仮称）子ども未来館」開設に向けた進捗について
（２）旧中宮北小学校プールの跡地活用について
（３）第５次枚方市子ども読書活動推進計画について
（４）「枚方市立小中学校における働き方改革推進プラン」

の策定について
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